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議  第  1 4 2  号 

令 和 ８ 年 ６ 月 １ 日 

 

産業建設常任委員会審査概要報告書 

 

                             委員長 山上 尊士 

 

Ⅰ 開催年月日 令和８年５月 22 日（金） 

Ⅱ 会 議 時 間 午前 10 時 00 分～午前 10 時 16 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎山上 尊士  ○酒井 善広  水越 進一 

塚本 政彦   林  貴文  福井 直樹 

筏井 哲治 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

〔議 長〕 曽田 康司 議長は委員として出席 

        〔副 議 長〕 中村 清志 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

〔事務局職員〕 松本 武司  竹田 裕子  戸成 秀徳 

   〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

１ 報告事項について 

 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

 

［都市創造部］ 

◦ 令和８年度都市創造部所管事業の予算内示について 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

［上下水道局］ 

◦ 令和８年度上下水道局所管事業の予算内示について 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

２ その他について 

◦ 本委員会の行政視察について 

  令和８年７月 15 日（水）から 16 日（木）に実施することが報告された。 
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〈 委員から、次のとおり質疑があった。 〉 

 

【高岡古城公園磨き上げ事業について】 

 ○ フォトコンテスト応募数の具体的な数字は。 

 △ 令和８年４月１日から 20 日にかけてインスタグラムを通じて募集を行い、183 件の

投稿から計 297 枚の写真の応募があった。 

 ○ たかおか PR 実践講座 in「高岡古城公園」の成果は。 

 △ 本講座では、フォトグラファーのイナガキヤスト氏を講師に招き、４月４日に夜桜

撮影コースを、４月５日に桜撮影を実施した。20 代から 70 代までの 36 名の方に申し

込みをいただき、抽選の結果、19 名の方が参加した。講座後に実施したアンケート調

査では、高い満足度をいただくとともに、「講師が質問に丁寧に答えてくださり、写真

を撮るモチベーションが上がった」、「写真を撮るために立ちどまって高岡市の魅力を

再発見するよいきっかけになった」といったご意見があったことから、本講座が参加

者の写真撮影スキルの向上に貢献しただけではなく、参加者同士の交流を深め、地域

の魅力に触れることで、本市へのさらなる愛着を育むきっかけになったものと考えて

いる。 

 ○ ライトアップ、PR 実践講座、フォトコンテストを含めた高岡桜まつりの総評は。 

 △ ８年度の高岡桜まつりでは、新たな取組として、フォトグラファーのイナガキヤス

ト氏監修のフォトスポット設置や、幻想的な桜のライトアップ、PR 実践講座、フォト

コンテストを実施した。これらはいずれも来場者や参加者から好評をいただいた。な

かでも、高岡古城公園景観再生プロジェクトが着実に進むなか、自然豊かな公園の特

色を生かした桜のライトアップは、これまでの高岡古城公園にはない幻想的で新たな

魅力を創出することができた。多くの来場者の方に、昼間とは異なる趣を存分に感じ

ていただけたと思っている。また、今回の取組を通じて、来場者が自発的に SNS 等で

魅力を発信する機会が飛躍的に増加し、高岡古城公園の認知度向上に大きく貢献した

ものと高く評価している。 

 ○ 事業を通して見えた課題と、９年度以降の展開に関する見解は。 

 △ 高岡古城公園の魅力の発信にあたっては、そこに集い、様々な方々の視点から多角

的に情報発信することがより効果的であり、その必要性を感じたところである。市民

の情報発信力を通じた高岡古城公園の魅力を伝えることについては、まだまだ伸びし

ろがあると考えている。今回のライトアップによる演出のように、一般の来訪者の方

に高岡古城公園を魅力ある場所と感じていただけるような魅せるポイントづくりや、

イベント等に取り組んでいきたい。また、本市や観光協会などによる観光ポータルサ

イト等による情報発信のみならず、市民をはじめとした来訪者の方々の SNS の活用を

促すこともあわせて行い、高岡古城公園の魅力を多角的に、そしてより多くの方に効

果的に認知していただけるような取組を進めていく。 

 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 
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〔産業振興部〕 

 ◦ 「先輩と考える！夏休みの就活準備会」の開催について 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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産業建設常任委員会 当局説明員（２８名） 

産業振興部長 長 久  洋 樹 都市創造部長 山 森  久 史 

産業振興部次長 須 田  稔 彦 都市創造部次長 渡 辺  昌 樹 

産業振興部次長 大 野  洋 靖 
都市創造部次長 
都市計画課長 

中 出  裕 嗣 

産業企画課長 布 橋  み ち る 
都市創造部技術政策監 

 震災復旧推進課長 
橘   篤 志 

商業雇用課長 澤 田  剛 章 景観みどり課長 河 合  功 治 

観光交流課長 野 村  岳 人 道路整備課長 田 口  昌 子 

農業水産課長 小 林  新 平 土木維持課長 中 澤  俊 一 

農地林務課長 横 山  太 一 建築政策課長 氷 見  和 人 

みなと振興課長 水 上   暁 営繕課長 井 林  哲 雄 

 地域振興交流課長 有 栖  友 広 福岡駅前土地区画整理推進室長 大 井  孝 弘 

     

農業委員会事務局長（併任） 大 野  洋 靖 上下水道事業管理者 二 塚  英 克 

   上下水道局長 寺 井  義 則 

   
上下水道局次長 

総務課長 
亀 岡  勝 彦 

  上下水道局参事 熊 本  敬 二 

  営業課長 片 岡  利 行 

   水道工務課長 上 蓑  憲 男 

   下水道工務課長 高 林   隆 

  施設維持課長 村 栄  正 英 

 


